
学校番号 ３１３ 

令和 3 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 
現代文Ｂ 単位

数 
２ 年次 ３ 

使用教科書 高等学校 現代文Ｂ［改訂版］（三省堂） 

副教材等 

イラストとネットワーキングで覚える 現代文単語 げんたん（いいずな書店） 

改訂版 プログレス 現代文総演習・発展編（いいずな書店） 

改訂版 入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2500（いいずな書店） 

意味から学ぶ頻出漢字 3000（第一学習社） 

改訂版 評論速読トレーニング 1000（数研出版） 

新国語総合ガイド（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代文Ｂでは主に近代以降の様々な文章を教材として扱っていきます。授業では「メディア」・

「言語」・「科学」・「芸術」・「文学」・「社会」などの幅広いテーマを学習します。大学入

試では読解力を問われるとともに、様々な知識も求められます。そのために現代文Ｂでは文章を

正確に理解する能力を高めるとともに、論理的な思考力、豊かな想像力を身につけることを目標

とします。また、正確に読み取りをしたうえで、正確に書く能力をしっかりと身につけることを

目指します。そのためには言語感覚を磨くとともに、語彙力を養成することが必要となります。

普段から漢字の書き取り・読み取りを意識的に行うとともに、言葉の意味についてもわからない

言葉と出会ったときは、こまめに辞書を引いて調べることを心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 

・近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・進んで表現し読書することによって国語力の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 国語で理解し表現

する力を進んで高め

るとともに、国語を

尊重してその向上を

図ろうとしている。 

目的や場に応じて

効果的に話したり

的確に聞き取った

りして、自分の考

えを深め、発展さ

せている。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び言

葉の特徴やきま

りなどについて

の理解を深め、

知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

授業での観察 

確認テスト 

記述の点検 

（ノート、ワークシ

ート等） 

発表や討論 

授業での観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

記述の確認及び

分析（ノート、小

テスト、問題集 

等） 

定期考査 

記述の確認及び

分析（ノート、ワ

ークシート） 

定期考査 

授業での観察 

記述の点検 

（ ワ ー ク シ ー

ト、小テスト等） 

定期考査 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

４
月 

評
論 

教材：「身体〈の〉疎外」 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 教材の内容に関

心をもっているか。 

ｂ:身体における自己

決定権について話

合うことができる

か。 

ｄ：「身体の疎外」さ

れることの問題点

を理解しているか。 

a: 発問・授

業時の反応 

授業時の反

応 

ｂ：発問・授

業時の活動 

ｄ：発問・授

業時の活動 

         

５
月 

小
説 

教材：「舞姫」 

 

○ ○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ:森鴎外や、教材の

内容に関心をもっ

ているか。 

b: 視点や立場を変え

て『舞姫』の物語や

場面を簡単にリト

ライトしてみたり、

それを相互に発表

し合って感想を述

べあったりするこ

とができるか。 

ｃ：『舞姫』に関する

論考を参考に、近代

という時代や人間

の生き方について

知識を深め、自らに

引き寄せて考察し、

まとめることがで

きるか。 

ａ：発問・授

業時の反応 

ｂ ：課題発

表・授業時

の反応 

ｃ : ノート

への記入・

プリント・

発問 

 



６
月 

評
論 

教材：「ぬくみ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

ｃ:「概念をもってい

る」ということを本

文に沿ってまとめ

ている。 

d:評論の読み方に習

熟する。 

e:筆者の述べる「他者

への想像力」理解し

ているか。 

 

c：ノートへ

の記入 

ｄ：発問・授

業時の活動 

ｅ:小テスト・

プリント 

６
月 

小
説 

教材：「鞄」 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

ａ:人物・情景・心情な

どをどうして書き

手がこのように描

いているのかを捉

え、象徴、表現の効

果に気付こうとし

ている。 

d:小説の読み方を習

得する。 

ａ:行動の観

察。 

ｄ ： 記述の

確認。 

ｅ : 定期考

査 

７
月 

詩 教材：「時計」 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

b:詩を効果的に朗読

したり、それを聞き

ながら情景を的確

にとらえたり、表現

を味わうことがで

きるか。 

ｅ:修辞技巧や言葉の

使い方を的確に理

解している。 

ｂ：発問・授

業時の活動 

ｅ ： 学習課

題の提出 

 

 

８
月 

評
論 

教材:「陰翳礼讃」 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ:梶井基次郎や、教

材の内容に関心を

持っているか。 

ｂ:話し合い活動など

を通じて、自分の意

見や考えを述べる。 

ｄ:「いのち」と「生命」

のギャップや生命

科学が意味すると

ころについての筆

者の考えを把握す

る。 

ａ：発問・授

業時の反応 

ｂ :発問・授

業時の活動 

ｄ ： 記述の

確認 



９
月 

小
説 

教材：「檸檬」 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

ａ:梶井基次郎や、教

材の内容に関心を

持っているか。 

ｃ:「私」の心理の推移

に注目しながら、こ

の小説を読み感じ

たことや考えたこ

とを 800 字程度で

まとめることがで

きるか。 

ｄ:檸檬を手にしたと

きから手放すまで

の「私」の心理の推

移をまとめること

ができるか。 

e:語句の意味・用法を

理解しているか。 

ａ：発問・授

業時の反応 

ｃ :ノートへ

の記入 

ｄ：発問・定

期考査 

e:小テスト・

プリント 

１
０
月 

小
説 

教材：「涙の贈り物」 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:小説の基本的な読

み方を習得する。 

ｂ:「私」がどのような

思いで「エド」に接

しているかについ

て意見を交わす。 

ｄ:各場面の描写か

ら、「エド」の心情の

変化を読み取る。 

a:授業時の

反応 

ｂ ：課題発

表・発問評

価 

ｄ：小テスト・

プリント 

１
１
月 

評
論 

教材：「猫は後悔するか」 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎  ａ:評論の読み方に習

熟する。 

d:「論理空間」が成立

するために必要な

「分節化」を正しく

読み取る。 

 

a: 発問・授

業時の反応 

ｄ ：発問授

業時の活動 

 



１
２
月 

評
論 

教材：「現代日本の開花」 〇 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

 

ａ:まとまった分量の

ある評論を読解す

る。 

ｂ:話し合い活動など

を通じて、自分の意

見や考えを述べる。 

d:「日本の開花」の特

徴について正しく

理解する。 

ｅ:講演当時の歴史的

背景について調べ

る。 

ａ：行動の観

察 

ｂ :発問・授

業時の活動 

ｄ: 発問・定

期考査 

ｅ：小テスト・

プリント 

１
月 

小
説 

教材：「捨てない女」 ○ 

 

 

   

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

a: 小説の読み方に習

熟する。 

ｄ:「処理」に対する

「わたし」の心理に

ついて考えを深め

る。 

e: 語句の意味・用法

を理解しているか。 

a: 発問・授

業時の反応 

ｄ：発問・定

期考査 

e：小テスト・

プリント 

２
月 

評
論 

教材： 

「無常ということ」 

 

○ ○  ◎ ○ 

 

 

 

 

ａ:まとまった分量の

ある評論を読解す

る。 

ｂ:話し合い活動など

を通じて、自分の意

見や考えを述べる。 

d:「歴史」と「思い出

す」ということの関

係を、筆者がどうあ

るべきと捉えてい

るか正しく理解す

る。 

ｅ: 筆者が述べる「無

常」について、自身

の価値観に引きつ

けて考える。 

a: 発問・授

業時の反応 

授業時の反

応 

ｂ :発問・授

業時の活動 

ｄ：発問・授

業時の反応 

ｅ:学習課

題の提出 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、全ての観点に位置づけて

○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ

と」）に関係する観点には◎印を付けている。 

 


